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事前申込不要
使用言語：英語

No prior registration necessary
The Symposium will be conducted in English. 

国際化・グローバル化の波に、日本の文化人類学はどのよ
うに向き合うべきでしょうか。本シンポジウム第1部では、
長らく香港を拠点として人類学の国際化/グローバル化の
問題に取り組まれてきたGordon Mathews教授を講師として
お招きし、第2部では、さまざまな立場の識者に問題提起

していただき、日本での人類学の「英語化」とそれにまつ
わる問題について議論します。

PROGRAM

PART I 
KEYNOTE LECTURE

Prof Gordon Mathews          
(Chinese Univesity of Hong Kong)

The Globalization of 

Anthropology, and 

Japan’s Place Within It
Comments: Yuriko Yamanouchi 
(Tokyo University of Foreign Studies)

PART II
ROUNDTABLE
Doing Anthropology 
in English in Japan 
Panelists:

Junji Koizumi (Osaka University）

Tom Gill（Meiji Gakuin University）

Min Han（National Museum of 

Ethnology）

Yuki Imoto (Keio University)

Gordon Mathews

MC：Sachiko Horiguchi
(Temple University Japan Campus)

お問い合わせ先：
日本文化人類学会事務局

〒108-0073 

東京都港区三田2-1-1-813 
03(5232)0920 

E-mail hoya@jasca.org

本シンポジウムは、独立行政法人

日本学術振興会平成27年度科学研

究費助成事業（科学研究費補助金

[研究成果公開促進費]JSPS科研費

15HP3003）の交付を受けて実施さ

れます。


